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地域再生計画 
 
１．地域再生計画の名称 
 自然と歴史を生かした新田辺市、龍神・本宮地域づくり 
 
２．地域再生計画の作成主体の名称 
 和歌山県 
田辺市 

 
３．地域再生計画の区域 
 田辺市の区域の一部（旧龍神村及び旧本宮町） 
 
４．地域再生計画の目標 
 田辺市は、紀伊半島の南西側、和歌山県の南部に位置しており、平成１７年 5
月１日に市町村合併（旧．田辺市・龍神村・中辺路町・大塔村・本宮町）によ

り誕生した市である。 
 京阪神地域・関西国際空港までは約２時間、白浜空港から東京までは約 1 時
間の時間距離にあり、高速道路がみなべインターチェンジまで開通したことに

よって京阪神地域との時間距離がより短縮されている。 
周囲はみなべ町をはじめ、奈良県十津川村など１１市町村に接し、東西約４

５ｋｍ、南北約４６ｋｍ、総面積は１，０２６ｋ㎡と、和歌山県全域（４，７

２５ｋ㎡）の２割を超える近畿地方最大の面積を有している。 
 地形は平野部が少なく、海岸部からすぐに山岳地帯へと移行しており、太平

洋を臨む西寄りの海岸部に面した地域に形成された都市的市街地を中心として、

日高川、富田川、日置川及び熊野川の４つの流域に沿って山村地域が広がり、

森林面積が９１７ｋ㎡と市域の約９割を占めるなど、豊富な森林資源を有して

いる。 
気候は、海岸部の温暖多雨な太平洋型気候から、山間地における内陸型の気

候まで、広範囲にわたっており、こういった気候や地理的条件等により育まれ

た農業・林業・水産業と、その産物を活かした加工業、また、観光リゾート産

業、そして、中心市街地に集積している商業・飲食業や金融・医療・文化・行

政機関などの都市的サービスなど、多様な地域資源を有している。 
また、世界遺産に登録された紀伊山地の霊場と参詣道の熊野古道・熊野本宮

大社をはじめとする歴史的・文化的景観や、全国的にも知られる日本三美人湯

の一つである龍神温泉や日本最古の湯と言われる湯の峯温泉、各地に残る伝説

にみられる味わい深い情緒等、多くの観光資源に恵まれ、また、自然を生かし

たウォーキング、山歩き、キャンプ、カヌー、海釣り、渓流釣りなど多種多彩

な活動や遊びを楽しむことができることから、毎年、多くの観光客が訪れてい

る。特に、世界遺産への登録を境にして、平成１５年は２，６２５，２２２人
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だった観光客は、翌年の平成１６年には３，６４８，２６８人に増加している。 
このように、本市は、世界遺産登録地として新たな可能性を内包する一方、

少子高齢化の進展や住民ニーズの高度化・多様化、厳しい経済情勢や国・地方

の財政状況、更には地方分権時代の地方間競争といった厳しい社会経済情勢の

中にあり、大きな転換期を迎えている。 
こうした状況に対応するため、本市は、平成１７年 5 月の合併に伴い策定し
た「自然と歴史を生かした 新地方都市の創造」を目標に掲げた「市町村建設

計画」に基づき地域の振興発展のための諸施策を進めているところであり、多

様な地域資源を今まで以上に有機的に連携させ、行政運営あるいは経済活動や

住民活動において、一体的・効率的な取組を進めるとともに、多様な分野にお

ける総合力を高め、住む人が満たされ、訪れる人が住みたくなるような、より

魅力的な地域を創造することを目指している。 
そのための施策として、①「活力ある利便性の高い新市づくり ～産業振興

と交通・情報通信～」、②「安全で快適な暮らしができる新市づくり ～防災と

環境～」、③「元気で安心して住み続けられる新市づくり ～教育と福祉～」の

3 つを施策の柱として位置づけ、それを支えるため、「住民参画と行政改革の推
進」をあわせて、総合的に施策を推進することにしている。 
そして、新市の将来像の実現のため、特に、観光による地域の活性化を更に

図る「観光グレードアッププロジェクト」、山村地域の維持・活性化を図る「第

１次産業を核とした定住促進プロジェクト」、官民の協働によるまちづくりを進

める「公益を担う官民協働プロジェクト」といった、３つの特徴的施策に取り

組むことにしている。 
本地域再生計画の区域である旧龍神村及び旧本宮町の両地域は広大な面積を

有する田辺市の中でも、北東部の最も山間部に位置しており、両地域を合わせ

た面積は４５９．１９ｋ㎡で田辺市全体の約４５％を占めている。その中でも、

森林面積は４３２．０２ｋ㎡となっており、本市の重要な基幹産業である森林

資源を活用した林業が非常に盛んである。また、この地域は、世界遺産である

熊野古道、本宮大社や、龍神温泉、湯の峯温、川湯温泉、渡瀬温泉などの、全

国的にも有名な観光資源が集中する地域でもある。 
そういったことから、この両地域を再生エリアとし、満足度の高い魅力ある

地域として更にグレードアップさせるものとし、ひいては、田辺市全体の将来

像の実現に繋がるよう、次のような施策を行う。 
 
世界遺産、温泉、食文化等、両地域が誇れる様々な地域資源を活かし、これ

と観光をリンクさせることによって魅力的な観光資源の開発・創出や、観光資

源の保全を図り、滞在型、体験型観光などの観光メニューの充実に取り組むと

ともに、幹線道路からの連絡や観光地相互間の連絡を容易にすることにより、

更なる観光客の誘致を図り交流を促進する。 
また、両地域の基幹産業である林業の施業を促進するとともに、森林の適切
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な整備を促進し、荒廃した森林を健全な森林へ誘導するなど、地球温暖化防止

に資するため、下草刈り、除間伐等の保育活動を容易にする森林内路網を、他

の道路と有機的に連携を図りつつ積極的な整備を図っていく。 
なおかつ、両地域は、田辺市全体の平均よりも高齢化が進展していることか

ら消防、防災力の低下が懸念されており、また、中心市街地から最も遠い地域

であることから、近い将来発生が予想される東南海・南海地震に備え、救援物

資の搬送などの救援・救護体制が適切に機能し、救急医療の際の地域中核病院

との連絡を確保するため、緊急時の迂回路の整備を行う。 
以上の、施策を総合的・一体的に推進するため、また、合併により市域が広

大となり４つの水系により構成されるという地勢的な状況からも、中心市街地

と周辺部、また、山間地域相互間の交通アクセスの利便性の向上を図る必要が

あることから、旧龍神村及び旧本宮町の両地域における道路の整備を促進し、

国道、県道、市道、林道のネットワーク化を図り、地域社会の自主・自立を目

指すこととする。 
 
（目標１）交流の促進 
    （平成１５年２，６２５，２２２人、平成１６年３，６４８，２６８

人であった観光客の更なる増加を目指す） 
 
（目標２）観光資源へのアクセス改善と、点在する観光資源の相互の結びつき

の強化（大型車両不可能対向区間 Ｌ＝１，８４０ｍ の解消） 
 
（目標３）林業の振興と地域環境の改善 

（森林整備面積２２７ｈａ→２９４．４６ｈａ 約３０％の増） 
 
（目標４）救急医療や防災対策など、緊急時災害時の迂回路の整備 

（龍神地域在住４，４４０人、本宮地域在住３，７６５人の迂回路の

確保）※人口は平成１７年１１月３０日現在のもの。 
 
５．目標を達成するために行う事業 
（５－１）全体の概要 
本市には、「国道３１１号線」「国道４２４号線」「国道３７１号線」「国道１

６８号線」「県道２９号線」「県道１９８号線」「県道７３５号線」といった主要

な幹線道路が走行しているが、今回は、本市を東西に走行する「国道３１１号

線」、旧龍神村地域内を走行する「国道４２４号線」、旧本宮町地域内を走行す

る「国道１６８号線」と密接に関連する市道・林道を整備・拡充することによ

り、道路ネットワークの強化を図り、旧龍神村及び旧本宮町の両地域に点在す

る観光資源相互の結び付きの強化、および幹線道路から観光資源へのアクセス

時間の短縮、大型観光バスの通行を可能とすることによる観光客の入込増、森
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林へのアクセス改善による林業施業の促進、緊急時災害時の迂回路の整備を図

る。 

 

また、第 1次、第 2次、第 3次の各産業間の有機的な連携・一体化、就労場
所の拡充、新事業や新分野への進出の支援を進める等産業の振興と住民生活の

利便性向上のための情報通信基盤の充実、東南海・南海地震など大規模災害に

対応した防災体制の確立と救急医療体制や消防防災体制の整備に努める。さら

に、子どもから高齢者・障害者まですべての人々が安心して元気に暮らすこと

ができるよう福祉と教育環境の整備を進め、ＮＰＯ、ボランティア、自治会、

地域づくり団体等と協力しつつ、地域資源を活かした官民協働による観光の振

興、第１次産業を核とした定住の促進の取組を行うものとする。 
 
（５－２）法第 4章の特別の措置を適用して行う事業 
 対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了している。な

お、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 
 
・市道鍛治ヶ谷上平線；道路法に規定する市町村道に平成１３年１２月２７日

に認定済み。 
・市道萩田辺線；道路法に規定する市町村道に昭和６０年１０月３日に認定済

み。 
・市道大久保線；道路法に規定する市町村道に平成１８年３月議会において認

定予定。 
・林道小広静川線、林道武住谷線、林道小広和田川線、林道龍神本宮線； 
森林法による紀南地域森林計画（平成１６年樹立）に路線を記載。 

 
道整備交付金を活用する事業 
［施設の種類（事業区域）、実施主体］ 
・市道（田辺市の龍神地域及び本宮地域）、田辺市 
・林道（田辺市の本宮地域）、田辺市  
［事業期間］ 
・市道（平成１９～２２年度） 
・林道（平成１８～２０年度） 
［整備量及び事業量］ 
・市道１．８４ｋｍ 、林道２１．２６６ｋｍ 
・総事業費２，１２４，８７０千円 
 （内訳）市道１，１９０，０００千円（うち交付金５９５，０００千円） 

林道  ９３４，８７０千円（うち交付金４６７，４３５千円） 
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（５－３）その他の事業 
地域再生法による特別の措置を活用するほか、「自然と歴史を生かした新田辺

市、龍神・本宮地域づくり」を達成するため、以下の事業をあわせて行うもの

とする。 
 
○産業の振興と情報通信基盤の整備充実 
 住民生活を営む上での基礎となる産業の振興を図るため、第 1 次、第 2 次、
第 3 次の各産業間の有機的な連携・一体化による産業構造の強化、農林水産業
の振興、就労場所の拡充、新事業や新分野への進出の支援を進めるとともに、

住民生活の利便性向上のため、情報通信基盤の整備拡充に努める。 
 
○防災体制の確立と環境の保全整備 
 安全で快適な居住環境の実現のため、東南海・南海地震など大規模災害に対

応した防災体制の確立、救急医療体制や消防防災体制の整備に努めるとともに、

自然環境の保全整備、廃棄物処理対策、水処理対策、良質の飲料水を供給する

ための水道施設等の整備、公営住宅の適切な配置、管理、整備に努める。 
 
○福祉と教育の充実 
 子どもから高齢者・障害者まですべての人々が安心して元気に暮らすことが

できるよう、高齢者・障害者福祉の充実、子供が健やかに生まれ育成される環

境の充実、地域医療体制の充実に努めるとともに、心豊かにいきいきと生きら

れるよう、生涯学習・学校教育・社会教育の各分野における人づくり、地域の

歴史・伝統・文化資源の保存継承、人権尊重と男女共同参画の意識づくりに努

める。 
 
○住民参画と行政改革 
 行政の効率化と住民ニーズの高度化・多様化に総合的に対処していくため、

ＮＰＯ、ボランティア、自治会、地域づくり団体等と行政の協働のシステムづ

くりに努めるとともに、厳しい財政状況の中でも確実に行政責任を果たしてい

けるよう行財政基盤の充実・強化等に努める。 
 
○地域資源を生かした官民協働による観光の振興 
 観光は地域経済を支える産業戦略の大きな柱であることから、官民協働によ

り世界遺産をはじめとする地域資源を守り育てるとともに、地域資源を最大限

に活かす観光振興戦略プランを作成し、それに基づき、官民それぞれの役割分

担のもと、観光メニューの充実、地域の連携強化、受け入れ体制の充実、観光

の情報発信の強化など、総合的な取組を行うことにより、観光の更なる振興に

努める。 
 



 6

○第１次産業を核とした定住の促進 
 過疎化・高齢化が進む山村地域の維持・活性化のため、第 1次産業の活性化、
緑の雇用事業等による就労の支援、地域の受け入れ体制の整備、ＵＪＩターン

情報の発信などに取り組み、第１次産業を核とした定住促進に努める。 
 
６．計画期間 
平成１８年度～平成２２年度 

 
７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 
 ４に示す地域再生計画の目標については、計画終了後に本市が必要な調査を

行い状況を把握するとともに、達成状況の評価、改善すべき事項の検討等を行

うこととする。 
 
８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
該当無し 


